
Ｌ型ブロック Ｖ型ブロック（バリアフリー） 

Ｖ型であるバリアフリー側溝は、車いす、ベビー

カー、手押し車などの前輪が小さいものはス

ムーズに通れます 

道路側と民地側が急勾配だと、足載せがあたり 

つんのめってしまう 
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平成２７年６月本会議で道路のバリアフリーについて質問しました 

現在、緑政土木局の施工実態を見ますと、バリアフリー対策が不十分な工事箇所が見受けられます。

特に道路などの縦横断勾配や乗り入れ、既設の道路や建築物との取り付け工事などでは、本市の

福祉都市環境整備指針や緑政土木局の定めている基準に不適合のものが多く施工されています。

福祉都市環境整備指針によると、歩道の幅員と勾配は、高齢者や障害者などが安心して通行できる

よう、歩道の有効幅員は可能な限り広く確保する。また、車イス使用者などの安全な通行のために、

歩道の勾配は、可能な限り緩やかにするとし、具体的には、「1.0m以上の平坦部を連続確保。」 「歩

道の横断勾配は、1％以下やむを得ない場合は2％以下」になっています。勾配が急になっているな

ど基準に合っていない歩道やコンビニエンスストアなど車の出入の多い場所でのＬ形側溝の破損、

乗り入れに接した歩道舗装の破損、乗り入れの未整備など、十分な 

バリアフリー対策が取られていない現場があることをパネルによって説明。 

今後の対応について緑政土木局長より以下答弁がありました。 

ご指摘いただいた事項を含め、これまで以上に、現場状況に応じ工夫し 

対応するよう職員に周知徹底するとともに、側溝の破損対策などでは、 

事業者等 地先へ協力依頼を粘り強く行うなどにより、だれもが 

歩きやすい道路の整備に努めてまいりたいと考えております。 

６月１日より道路交通法が改正施行 

されました。車道を自転車が走行すると 

プラスティック製の 

段差解消スロープなどが障害物になり 

大変危険である。 

10 

有効幅員について 

横断勾配がきついため、車いすや杖を必要とす

る方は非常に通行しづらい 

５ ６ 

駐車場の一部として使用され 

歩道が壊れる。 

７ 

９ 

車の出入が 

頻繁にある為 

大変壊れやすい。 

８ 

根上がり 


